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審 霊堂

大 野 宋

教育格差，学校格慈，学カ格差のように，教育の世界で「格慈jを付した言葉が頻繁に使わ

れている。ある人が受ける教育に l重う学校に，身につく学力?と， class (社会の中の集団や

階級). rank (明擦な階層の中の佼盤). gr.de (成績や点数)がつくられていること，そし

てそこに寝不尽な慈のあることが問題とされている。教育における「平等Jt r公平Jとは何

かをあらためで真剣に考えなければならない時代であるe

小学校高学年や中学校で習熟度創学習が行われている@本来，轡熟度別学習は対症療法(そ

の効果の程ははっき哲しないが)であ事，健全な教育がなされてきたなら必裂がないはずの学

習活動であるa もしそうでなければ，習熟度で調i定される学カに「格」議があって当然という

ことになってしまう。しかし，何般にその欝熟度の援が生じたのかが儲々の学校で徹底的に追

及されたという識は織かないから，とにかく討の前の「格j差を何とかするのが先で，それで

手一杯というのが実情なのだろう。

入学者選抜の難度によって，高校に『格j鐙がつくられていることは脅から周知のことであ

るa 教育予算をすべての高校に平等に分配するのは砂漠に水を撒くようなものだといわれ，特

定の教育安充実させるためとして，選ばれた高校に君主点的に予算が配分された。確かに，平等

だけに間執することは賢明ではないが，入試難療の「格Jでいえば，難関高校がi聾ばれていた

{そもそも，いわゆる底辺高授は応募していない)。学校格室長を拡大しないためには， r格Jの

下の高校にこそ適切な対応をしなければならなかったはずだが，教育困難校に多額の予算がま

わされたという話は耳にしない。これが当時め「公平jであった。

ところで，授業プランにおける平等と公平どは何でおろうか。今のところ，どのような教育

条件ドであっても，教育効果がi可じように得られる授業プランというものは存在しない。した

がって，同じ授業プランを全国の教室で平等に(同じように}実践することは不可能である。

公平の観点から授業プランを考えなくてはならない。ここで，地域，学校，児童'生徒の実状

に応じてという背ながらの文言が登場するわけだが，公平に『応じる」ということについて，

どのような研究がなされ，いかなる成果が蓄積されてきたのだろうか。本誌に掲載されて者た

数々の論舗をふまえて，公平な授業プランについて考えたい@


